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－
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／
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血
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戟
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事
賀
川
同
紳
経
切
断
後
其
ノ
中
極
端
ヲ
刺
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梢
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＋
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－
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司
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反
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葉
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梢
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－
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－
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憤
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ス

Y

場
合
ノ
呼
吸
型
モ
亦
前
者

信

用

参

品

位

【

原

著

】

六

四

三

一

一

一

三

士
口

富

（
第
三
務



吉

宮

ト
同
様
－
一

シ
ア
正
常
ナ
Y
呼
吸
型
ト
何
等
差
異
ヲ
認
メ
難
シ
。
（
第
十
一
圃
）

第
参
品
世

F『
原

著
~ 

六
四
四

〈
替
市
三

時
蜘

一
一
四
〉

第

五

項

、

遼

寧

運

動

観

察

心
臓
或
A

大
動
脈
－
一
刺
戟
ヲ
加
プ
Y
時
A

動
物
A

蕗
痛
戚
由
党
ノ
表
現
ト
シ
－
プ
全
身
殊

一一
四
肢
－
二
過
性
ノ
遮
聾
運
動
ヲ
費
現
ス

Y
ガ
故
ニ

疹
痛
戚
魔
有
無
ノ
目
桜
ノ
一
ト
シ
－
Y
心
臓
或
A

大
動
脈
起
始
部
ヲ
前
記
呼
吸
測
定
ノ
場
合
ト
同
様
ナ
Y

方
法
ニ
ヨ

p
刺
戟
ジ
家
兎
十
二
頭
－
一

就
h
7
7
交
戚
神
経
ノ
切
除
或
A

迷
走
神
経
抑
制
枝
ノ
切
断
－
一
ヨ

y
其
殺
現
ノ
消
失
或
A

残
存
ァ
観
察
シ
ア
左
記
ノ
結
果
ヲ
符
タ
p
。

（
一
）
、
心
臓
ヲ
葉
催
刺
戦
ス
M
F

場
合
A

著
明
二
四
肢
－
二
過
性
ノ
窓
撃
様
運
動
ア
現
セ

y
、
而
シ
－
プ
該
蓮
動
A

刺
戟
後
極
メ
ア
僅
カ
ノ
時
間

ヲ
経
ア
愛
現
シ
刺
戟
中
多
ク
ノ
場
合
其
ノ
初
期
－
一
現
レ
数
回
ノ
運
動
ヲ
現
セ
M
F

後
悶
止
ジ
金
刺
戟
時
間
ヲ
通
ジ
ア
接
現
ス

Y
モ
ノ
ニ
非
ズ
の

（二
）、
大
動
脈
起
始
部
ア
葉
催
刺
戟
セ

Y
場
合
モ
前
者
ト
同
様
－
一
四
肢
－
二
過
性
盤
輩
蓮
動
ヲ
接
現
ス
。

（
三
）
、
左
側
頭
部
交
戚
神
経
幹
ヲ
下
神
経
節
ノ
上
方
約
一
一
粧
ノ
部
ニ
於
ア
切
断
シ
心
臓
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
A

家
兎
ノ
一
過
性
患
箪
運
動
A

時

ニ
欠
如
ス

Y

コ
ト
ア
Y

毛
大
多
数
ノ
例
ニ
炉
、
手
ノ
向
ホ
残
存
ス
。

（
四
）
、
南
側
頭
部
交
戚
紳
経
幹
ヲ
前
者
ト
同
様
ナ
Y
部
ニ
炉
、
ア
切
断
セ

Y
後
心
臓
ア
刺
戟
ス
M
F

場
合
亦
略
前
者
ト
同
様
ニ
シ
ア
大
多
数
ノ
例

ニ
一
於
ア
癌
車
運
動
ノ
沓
現
ヲ
認
メ
タ
リ
。

（
五
）
、
左
側
頭
部
交
戚
神
経
節
獄
索
ヲ
同
側
星
苦
節
経
節
ト
共
ニ
摘
出
シ
タ
Y
後
心
臓
ヲ
刺
戟
ス
U
Y

子
全
例
ヲ
通
ジ
ア
四
肢
ノ

一
過
性
産
出
撃

運
動
ノ
費
現
ヲ
認
メ
ズ
。

（
六
）
、
南
側
頚
部
交
戚
神
経
節
朕
索
ァ
雨
側
星
と
紳
鰹
節
ト
共
ニ
摘
出
シ
タ
M
Y

後
、
心
臓
ア
刺
戟
ス
w
y

毛
同
様
－
一
恵
準
運
動
ヲ
認
メ
ズ
。

（
七
）
、
左
側
迷
走
紳
経
抑
制
枝
ヲ
切
断
シ
タ
Y
後
、
心
臓
ヲ
刺
戟
セ

Y
場
合
A

同
枝
ヲ
切
断
セ
ザ
U
F

以
前
ト
同
様
－
一
逮
捕
革
運
動
ノ
費
現
ヲ
認

メ
タ
η
ノ。

（
八
）
、
雨
側
迷
走
神
経
抑
制
枝
ヲ
切
断
ジ
タ
Y
後
、
心
臓
ヲ
刺
戟
ス

Y

三
政
憲
一
華
運
動
A

消
失
セ
ザ
η
ノ
キ
。

〈
九
）
、
雨
側
迷
走
神
経
抑
制
枝
ヲ
切
断
セ

Y
後
、
大
動
脈
起
始
都
ヲ
刺
戟
ス
M
Y

場
合
モ
亦
該
産
車
運
動
A

消
失
セ
ズ
。



（
十
）
、
左
側
或
A

南
側
頭
部
交
戚
神
経
節
般
索
ヲ
星
芭
紳
鰹
節
ト
共
ニ
摘
出
セ

Y
後
、
大
動
脈
起
始
部
ヲ
刺
戟
ス

Y

毛
痩
翠
蓮
動
A

費
現
セ

ズ
。

第
六
項
、
呼
吸
測
定
震
産
車
運
動
観
察
ノ
所
見
皮
考
察

以
上
ノ
質
験
成
績
ヨ

9
心
臓
ュ
起

yuv
疹
痛
刺
戟
四
一
一
謝
ジ
ア
呼
吸
型
ノ
擾
化
及
四
肢
ノ
一
過
性
遮
準
運
動
費
現
ノ
有
無
ヲ
通
費
ス

Y

ニ
車

－
一
頚
部
交
戚
神
経
幹
或
A

迷
走
神
経
抑
制
枝
ノ
切
断
－
一
ヨ
リ
こ
プ
A

其
左
側
ナ
Y

ト
雨
側
ナ
Y
ヲ
問
A

ズ
疹
痛
刺
戟
ノ
侍
達
ヲ
防
止
ス

Y

コ
ト

ノ
不
可
能
ナ
Y

7
知
Y
可
ク
頭
部
交
戚
紳
経
節
状
索
ヲ
是
正
紳
経
節
ト
並
ハ
ニ
摘
出
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ
リ
ア
始
メ
ア
惇
痛
ノ
樽
建
ヲ
防
止
し
V

得
’
プ

呼
吸
蓮
勤
モ
正
常
ノ
場
合
ト
異
ナ
ラ
ズ
一
過
性
痩
撃
運
動
モ
亦
接
現
セ
ザ
w
y
f
t

ノ
ナ

p
o衣
－
一
大
動
脈
起
始
部
＝
起

y
シ
蕗
痛
刺
戟
－
一
一
割
ジ
グ

モ
亦
一
側
或
A

南
側
迷
走
紳
経
抑
制
枝
ヲ
切
断
ス
M
Y

モ
癌
聾
運
動
A

消
失
セ
ズ
且
ッ
呼
吸
蓮
動
モ
是
ガ
切
断
前
－
一
刺
戟
セ

Y
場
合
ト
同
様
ニ

シ
ア
疹
痛
刺
戟
ノ
惇
達
A

依
然
ト
シ
ア
行
A

M

F

、
モ
ノ
ナ
リ
、
手
口
｝

5
・5
p

r

A

交
戚
神
経
ガ
一
般
ニ
血
管
－
一
封
ジ
ア
二
遠
心
ノ
働
キ
ヲ
ナ
ス
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
又
求
心
ノ
侍
達
作
用
ア

Y

コ
ト
A

波
却
ス
可
カ
ラ
ザ
Y
事
ナ
レ
ド
モ
大
動
脈
技
部
－
一
於
ケ
Y

疹
痛
戚
魔
ガ
交
戚
神
経
－
一
ヨ
リ
仲
介

セ
ラ
Y

、
ヤ
否
ヤ
A

未
ダ
決
定
セ
ラ
レ
タ
M
Y

毛
ノ
ニ
非
ズ
ト
栴
セ
ド
毛
余
ノ
質
験
成
横
田
一
見
Y

一
一
少
ク
ト
モ
議
メ
頭
部
交
戚
一
神
経
節
朕
索
ト

共
－
一
星
芭
神
経
節
ア
摘
出
シ
置
キ
大
動
脈
起
始
部
ヲ
刺
戟
ス

Y

毛
呼
吸
運
動
λ

正
常
ユ
シ
－
7

四
肢
ノ
一
過
性
痘
蛍
運
動
宅
亦
現
レ
ズ
郎
チ
換

言
ス
レ
バ
疹
痛
戚
魔
ヲ
催
起
セ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
読
明
セ

Y

モ
ノ
エ
シ
ア
星
苦
神
経
節
ト
共
二
頭
部
交
戚
紳
経
節
朕
索
ノ
摘
出
A

心
臓
ニ
後
ス

Y

疹
痛
刺
戟
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
大
動
脈
起
始
部
ノ
疹
痛
ニ
割
ジ
ア
毛
、
亦
抑
制
枝
切
断
ノ
之
ヲ
防
止
ス

Y
効
果
ナ
キ
ニ
反
ジ
其
ノ
侍
迷
路
ヲ
中
絶
セ
シ

ム

Y

コ
ト
ア
得
Y

7
語
M
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

回
、
討

究

前
記
／
賞
験
成
績
ヲ
綜
合
考
案
ス

Y

二
心
臓
－
一
費
ス
M
F

疹
痛
刺
戟
ノ
大
部
分
A

左
側
星
芭
神
経
節
ヲ
経
ア
中
橿
－
一
博
達
セ
ヌ

Y

、
モ
ノ
ニ

ジ
ア
僅
カ
ニ
其
一
少
部
分
ノ
ミ
頭
部
交
戚
紳
経
上
及
中
神
経
節
ヲ
経
ア
侍
達
セ
ラ

y
、
モ
／
ナ
ラ
ン
、
如
何
ト
ナ
レ
バ
星
芭
紳
鰹
節
ノ
摘
出
ヲ

行
A

ズ
ジ
ア
心
臓
ヲ
刺
戟
ス
レ
バ
動
物
A

向
ホ
疹
痛
戚
費
ノ
表
現
ヲ
ナ
ス
ニ
係
－
フ
ズ
之
ヲ
摘
出
ス
レ
バ
何
等
葉
ノ
表
現
ヲ
見
ザ
レ
バ
ナ

9
0

第

参

止

せ

門

一

服

ム

ハ

四

五

〈

第

一九統
一
一
五
）

著、.... 

吉

宮



第
多
品せ

F、
原

著...., 

='= 
i:i 

宮

六
四
六

（
第
三
猿

一
一
大
〉

星
と
紳
純
節
ノ
摘
出
A
同
時
一
一
又
大
動
脈
起
始
部

一一起
Y
疹
痛
刺
戟
－
一
封
ジ
ア
モ
是
ガ
中
橿
へ
ノ
侍
蓬
路
ア
阻
止
ス

Y

効
果
ヲ

有
ス

Y

モ
／

ナ
Y

A
貫
験
成
績
ノ
明
示
ス
M
F

所
ナ

y
、
此
／
貫
験
成
績
A

シニ
ロ
5
2
ノ
所
説
（
心
臓
及
大
動
脈
起
始
部
ヨ
リ
出
グ
Y
求
心
性
知
魔
神
経
A

息
苦
紳
経
節
ヲ
鰹
過
ス
Y
ガ
故
エ
狭
心
症
－
一
封
ス

Y
手
術

－一
A
同
神
経
節
ノ
摘
出
ヲ
緊
要
ト
ス

ト
主
張
ス
）
ト

一
致
ス

Y

モ
ノ

ニ
ジ
ア
従
来
狭

心
症

－
一
劃
シ
行
へ

Y
交
戚
紳
鰹
切
除
術
ノ
下
顎
紳
鰹
節
或
A

星
芭
紳
鰹
節
－
一
鯛
レ
ザ
リ
y

シ
モ
／
ノ
之
ヲ
摘
出
セ

Y

モ
ノ
ニ
比
ジ
術
後
ノ
結
果

常
ニ
効
果
少
キ

A
営
然
ノ
数
ト
稀
ス
可
uy

。
頭
部
交
戚
紳
経
ト
血
煙
ノ
開
係
－
一
闘
で
プ

A
既
記
健
康
家
兎
／
血
腿
検
査
ニ
ヨ
リ
同
神
経
A
主
ト

ジ
テ
反
射
弓
ノ
求
心
性
血
腿
上
昇
作
用
ヲ
掌
M
F

毛
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
知
山
戸
可
ク
狭
心
痕
稜
作
時
－
一
刺
戟
セ
－
フ
レ
ア
血
煙
ヲ
催
準
セ

シ
ム

可
キ
同

神
経
ノ
興
奮
A

手
術
的
－
一
之
ヲ
切
除
ス

Y

コ
ト
ユ
ヨ

P
Fア
除
去
セ
ラ
U
F

可
キ
モ
ノ
ナ
ヲ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

以
上
ノ
理
由
ユ
ヨ
リ
狭
心
痕
ノ
原
因
ガ
心
臓
乃
至
冠
航
動
脈
ノ
病
盤
－
一
ア
Y

モ
ノ
ニ
一
割
シ
ア
A

疹
痛
停
達
経
路
ガ
回
告
ら
及

昌
三
内
5
2
2
ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

唱
フ
w
y

如
ク
交
戚
紳
経
－
一
ヨ
リ
ノ
脊
髄
－一
導
カ
レ
コ

、
ニ
於
－
プ
附
近
－
一
存
在
ス

Y
脊
髄
紳
経
中
橿
ァ
刺
戟
ジリ
J

レ
ニ
相
営
ス
w
F

節
（訟岳民．
2
2
Z
）ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

範
園
－
一

」
陣
痛
戚
費
ヲ
誘
起
ス
w
y

モ
ノ
ト
ス

Y

モ
或
λ

又

F－
E
宮
山
／
主
張
ス
wF

如
ク
心
臓
及
大
動
脈
起
始
部
ノ
疹
痛
刺
戟
ガ
星
芭
紳
経
節
－
『

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

入
y
此
ノ
部
－
一
存
在
ス
M
Y

左
腕
－
一
割
ス

Y
血
管
牧
縮
作
用
ノ
中
極
ア
刺
戟
ス
w
y

モ
ノ
ト

ス
M
Y

モ
交
戚
神
経
節
朕
索
特
－
一

星
芭
紳
鰹
節
ノ
摘
出

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A

最
毛
効
果
ア
Y
手
術
方
法
ニ
シ
ア
更
－
一
又
血
魅
測
定
ノ
結
果
ヨ
y
観
Y

毛
頭
部
交
感
神
経
ノ
興
奮
A

其
求
心
性
作
用
一
一
ヨ
リ
血
路
ヲ
上
昇

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

セ
U
V，

L
Yヲ
以
－
ア
之
ァ
切
断
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ

y
接
作
時
ノ
刺
戟
航
態
－
一
催
準
セ

ヌ
レ
タ
w
y

血
腫
ヲ
下
降
セ
ジ
メ
、
常
ホ
夏
－
一
大
動
脈
起
始
部
ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

病
盤
－
一
ヨ

y
政事ス

Y
」陣
痛
－
一
割
ジ
ア
モ
是
ガ
傍
蓬
ヲ
阻
止
シ
得
w
y

効
果
ア
Y
勲
等
ア
並
セ
考
フ
Y
時
A

星
芭
神
経
節
ト
共
－
一

頭
部
交
戚
紳
経

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

節
航
索
／
抽
出
A

本
症
／
原
因
ノ
何
レ
ナ
Y
ヲ
問
A

ズ
貫
験
上
最
モ
目
的
二
週
合
セ

Y
手
術
法
ト
認
ム
可
キ
モ
ノ
ナ

p
、
而
シ
ア
同
紳
鰹
節
ノ

摘
出
A
貫
験
結
果
ヨ
η
ノ
見
Y

－
一
必
ズ
シ
モ
南
側
ナ
Y
ヲ
要
セ
ズ
、
軍
－
一
左
側
ノ
全
摘
出
ユ

ヨ
η
ノ
ア
所
要
ノ
目
的
ヲ
達
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
ペ
ジ
。

・次

ニ
牧
心
症
－
一
軒
ス
M
F

迷
走
神
経
抑
制
枝
切
断
ノ
臨
床
上
ノ
効
果
A

之
ヲ
如
何
一
一
説
明
ス
可
キ
カ
、
既
ニ
結
論
ノ
僚
下
ニ
述
ペ

タ
Y
如
ク
抑

制
枝
ガ
犬
動
脈
起
始
部
ニ
起
Y
掠
痛
刺
戟
ヲ
中
橿
ニ
侍
達
ス

Y
作
用
ノ
有
無
－
一
関
シ
－
プ

A
従
来
決
定
＋
ノ
レ
タ
Y

モ
ノ
ニ
非
ズ
巧

s
g
g
o
y
一

源
ノ
事
者
A

ノ
創
見
一
従
ヒ
同
枝
ヲ
求
心
知
畳
紳
経
ナ
リ
y

ト
ノ
仮
設
－
－
基
キ
之
ヲ
切
断
セ
Y

毛
ノ
ζ

シ
ア
暗
号
宮
『
巨
昇
A

抑
制
枝
中

cv、。ロ



－7
知
魔
繊
維
ア
合
ム
コ
ト
A

確
謹
セ
ラ

ν
タ
Y

－一
非
ザ
Y

コ
ト
ヲ
述
ぺ
戸
己
－
2
毛
亦
狭
心
症
2

『
劃
uv
抑
制
枝
切
断
ノ
効
果
ハ

ナ
ホ
今
後
ノ
研

究
－
一
侯
ツ
可
キ
モ
ノ
ナ

9
ト
之
ヲ
保
留
セ

9
、
家
兎
ユ
於
ケ
Y
余
ノ
貫
験
－
一
依
レ
バ
少
ク
ト
モ
大
動
脈
起
始
部
－
一
加
ヘ
タ
w
F

人
工
的
底
痛
刺
戟

、
、
、
、
．
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

二
一
謝
シ
－
プ
抑
制
枝
A

之
ヲ
中
植
一
一
偉
達
ス

Y
作
用
ナ
キ
コ
ト
ヲ
示
セ

P
、
E
ッ
同
枝
ガ
求
心
知
畳
紳
経
ナ

y
ト
ス
レ
バ

F
・
2
5よ
ノ
指
摘
セ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．

Y
知
ク
脊
髄
ト
抑
制
枝
ト
ノ
蓮
絡
ガ
左
腕
－
一
分
布
λ
y
紳
経
ノ
節

2
o
m－－5
E）
－
二
致
セ
ザ
Y

コ
ト
三
宮
作
時
ノ
左
腕
ノ
放
散
性
疹
痛
ノ
説
明

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ニ
一凶
難
ナ

グ’所－一

ジ
ア
之
ァ
以
－
ア
観
レ
バ
同
校

（恐－
フ
ク
車
－
－
血
腿
下
降
機
能
／
ミ
ヲ
有
ス
Y
紳
経
－
一

非
ず
Y
ヵ
、
而
シ
ア
同
抑
制
枝
ガ
又
生

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

理
的
朕
態
－
一
於
－
ア
刺
戟
セ

ラ
Y

、
場
合

A著
明
－
一
血
座
ヲ
下
降
セ

ジ
ム
w
y

作
用
ア
Y

事
質
ヨ
リ
考
フ
w
y

時

A狭
心
症
－
一

一割
シ
同
枝
ノ
初
日断

A

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

理
論
上
何
レ
ノ
結
ヨ
リ
ス

Y

モ
効
果
ナ
キ
結
論
一一
達
ス
レ
ド
モ
賞
際
上
臨
床
－
一
之
ヲ
庭
用
セ
Y

巧

szzswgv－L
a
s－
w民主
合

等
ノ
例
ニ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、

見
Y

ニ
手
術
後
一
一
於
ア
接
作
止
ミ
就
中
国
若
宮
mo吋
ノ
例
－
一
於
ア
A

術
後
九
ヶ
月
エ

及
プ
モ
夏
一
一
再
接
ヲ
見
ズ

ト
報
告
セ
w
y

等
／
事
貫
A

乏
ヲ

、
、
．
、
、
、
、
、
、

如
何
ニ
説
明
ス
ペ
キ
カ
、
当
S
F
E
D
V
A
本
症
接
作
時
一
一
於
ケ
w
y

抑
制
枝
ノ
作
用
ヲ
究
ノ
如
ク
説
明
セ

y
、
即
チ
氏

A生
理
的

一一
血
煙
下
降

作
用
ヲ
有
ス

Y
抑
制
枝
ヲ
切
断
ス

Y

コ
ト
A

一
見
不
合
理
－
一
見
ユ

レ
ド

モ
健
康
航
態－
一
於
ケ
Y
紳
経
ノ
作
用
ヲ
以－ア
直
チ
ニ

病
的
一
一
鍵
化
セ

y
際
ノ
朕
態
ヲ
律
ス

Y

コ
ト
A

不
可
能
一
一

してプ

芝
居
三
回
名
言

及

P
F
1
5

dN
「
ス
ト
リ
ノ
ヒ
ニ
ン
」
其
他
ノ
毒
素
ヲ
用
ヒ
同
枝
ノ
抑
制
作
用
ア

反
劃
ニ
催
準
作
用
一
一
一
特
換
セ
シ
メ
得
Y

コ
ト
ヲ
謹
明
セ

Y
ト
同
様
ナ
u
y

意
味
－
一
一
於
ア
狭
心
症
接
作
時
－
一
一
於
－
7

A
抑
制
枝
ノ
作
用
ガ

催
準
作
用

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

－
一
一
獲
化
ス

Y
ガ
震
メ
ニ
同
枝
ノ
切
断
A

有
効
ナ
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
説
明
セ
リ
ノ
、
然
レ
ド

モ
巧

g
g
Z口『
ノ
設
ク

ガ
如
ク
本
出
航
費
作
時
、
病
的
放

‘
．
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

態
：
夜
－
Y

V
タ
Y
ガ
潟
メ
ニ
紳
経
ノ
生
理
的
機
能
ガ
反
封
ナ
Y

現
象
ヲ
現
ス
モ
ノ
ト

ス
レ

バ
濁
η
ノ
抑
制
枝
ノ

ミ
ガ
此
ノ
獲
化
ヲ
蒙
ル

モ
ノ
－
一

・h．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

γ
テ
同
部
：
存
在
ス

Y
交
戚
神
経
A

何
等
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
ザ
Y

モ
ノ

ナ
M
Y

ヵ
、
若
シ
交
戚
神
経
モ
亦
同
様
ナ
Y
影
響
－
一
ヨ

y
宜（
ノ
生
理
的
作
用

．
．
．
 
‘
．
‘
、
、
、
‘
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

hr
逆
特
デ
ナ
f

f

ノ
ト
ス
レ
バ
是
ガ
摘
出
－
一ヨ

Y
有
効
ナ
Y
多
数
ノ
臨
床
及
貫
験
上
ノ
効
果
ヲ
設
明
シ
得
ザ
Y

一二主
Y
可
シ
。

以
上
ノ
諸
勤
ヲ
並
セ
考
フ
U
Y

ニ
迷
走
紳
経
抑
制
枝
切
断
－
一
ヨ
リ
ア
毛
有
効
ナ
リ
ト
溝
ス
Y
臨
床
上
ノ
報
告
A

］

P
E
E’
Frr
ニ
ヨ
リ
謹
明

セ
ラ
レ
タ
Y
如
ク
抑
制
枝
及
交
戚
神
経
間
二
A

無
敷
2
7

吻
合
枝
存
在
ス
y
d
N
故
ニ
手
術
／
際
－
一
是
等
吻
合
枝
ガ
切
断
セ
ラ

レ
シ

鴻
メ
ニ
有
効

ナ
Y

毛
ノ
ナ
Y
カ
或
A

其
他
－
一
何
等
カ
特
別
ノ
原
閃
ノ
存
在
ス

Y

－一依
w
y

モ
〆
ナ
M
F

カ
A

今
後
ナ
ホ
多
ク
ノ
組
織
皐
的
投
－
一

生
理
皐
上
ノ
寅

第
参
品
管

F「

原

著

吉

富

六
四
七

（
第
三
貌

一一七〉



第
多
品
官

F『

原

箸
』d

土
ロ

宮

六
四
八

（
第
三
時抗

一
一
八
）

験
的
研
究
ト
臨
床
的
研
究
ノ
結
果
二
ヨ

y
決
定
セ
ラ
Y
可
キ
モ
ノ
ユ
ジ
ア
、
余
A

動
物
ノ
貫
験
的
研
究
ノ
結
果
ヨ
リ
推
シ
ア
交
戚
紳
経
節
賦
索

ノ
摘
出
A

総
－
プ
ノ
狭
心
症
接
作
－
一
有
効
ナ
レ
ド
モ
迷
走
神
経
抑
制
枝
ノ
切
断
A

何
等
其
効
果
ヲ
説
明
ス
可
キ
貫
験
的
根
懐
ヲ
有
セ
ザ
y

ヲ
報
告
ス

Y

ニ
止
メ
ン
ト
ス

。

コ
ト

五
、
結

論

（
一
）
頭
部
交
戚
神
経
A

生
理
的
状
態
二
一
於
－
ア
之
ヲ
刺
戟
ス
レ
バ
血
駆
ヲ
上
昇
セ
シ
ム
、
而
シ
ア
葉
ノ
血
眼
催
進
作
用
λ

反
射
弓
ノ
求
心
脚
ト
ジ

ア
其
ノ
興
奮
－
一
基
グ
毛
ノ
ナ
リ
。

（
二
）
迷
走
神
経
抑
制
技
A

生
理
的
版
態
一
一
於
ア
之
ヲ
刺
戟
ス
レ
バ
血
煙
ヲ
下
降
セ
ジ
ム
、
而
シ
ア
其
ノ
作
用
A

求
心
性
ナ

9
0

（
三
）
心
臓
或
A

大
動
脈
起
始
部
一
一
人
工
的
ニ
』
陣
痛
刺
戟
ヲ
加
プ
レ
バ
呼
吸
塑
一
一
一
援
化
ヲ
来
ジ
且
ッ
一
過
性
患
肇
運
動
ヲ
出
現
ス。

（
四
）
一
側
叉
A

雨
側
頭
部
交
戚
紳
経
幹
ヲ
下
神
経
節
ノ
上
方
約
一
糎
ノ
部
旦
一
於
ア
切
断
セ

Y
後
、
心
臓
或
A

大
動
脈
起
始
部
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合

ノ
呼
吸
型
A

同
紳
経
ヲ
切
断
セ
ザ
Y
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
稽
々
其
ノ
獲
化
少
ナ
ケ
レ
ド
毛
遮
聾
運
動
A

猶
ホ
消
失
セ
ズ
。

（
五
）
左
側
頭
部
交
戚
神
経
節
賦
索
ヲ
同
側
息
苦
紳
鰹
節
ト
共
ニ
摘
出
セ
M
Y

後
、
心
臓
或
A

大
動
脈
起
始
部
ヲ
刺
戟
ス
w
y

モ
呼
吸
型
－
一
一
饗
化
ア
現

テ
ズ
、
且
ッ
一
過
性
療
撃
運
動
モ
亦
出
現
セ
ズ
。

（
六
）
一
側
叉
A

南
側
迷
走
神
経
抑
制
枝
ヲ
胡
断
セ

Y
後
、
心
臓
或
A

大
動
脈
起
始
部
ヲ
刺
戟
ス
レ
バ
呼
吸
型
二
一
嬰
化
ヲ
来
ジ
、
且
ッ

一
過
性
遼

畿
運
動
ヲ
出
現
ス
。

（
七
）
狭
心
痕
－
一
封
ジ
交
戚
紳
経
節
賦
索
摘
出
ノ
効
果
ア

Y

A
其
求
心
性
刺
戟
侍
達
路
ノ
遮
断
セ
ラ
山
戸
、
ト
血
陣
僚
進
反
射
求
心
道
ノ
断
絶
セ

ラ
グ
、
魚
メ
ノ
雨
者
ノ
協
同
作
用
ニ
依
U
F

モ
ノ
、
如
シ
。

（
八
）
狭
心
痕
捧
痛
侍
遠
路
遮
断
ノ
目
的
ニ
封
hv
－7
A

頭
部
変
成
紳
経
節
朕
索
ト
共
－
一
星
芭
神
経
節
ノ
摘
出
ヲ
要
ス
、
而
シ
ア
是
ガ
摘
出
A

必
ズ

U
V

毛
南
側
ナ
Y

ヲ
要
セ
ズ
左
側
ノ
摘
出
－
一
ヨ

y
所
要
ノ
目
的
ヲ
達
ス
U
F

コ
ト
ヲ
得
。

（
九
）
狭
心
症
一
一
割
ジ
迷
走
神
経
抑
制
枝
切
断
／
臨
床
上
ノ
効
果
A

同
枝
ノ
捧
痛
侍
達
及
血
歴
二
封
ス

Y
生
理
的
作
用
ヨ

9
観
ア
之
ヲ
説
明
ス
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Experimental 
criticism 

of 
the 
value 
of 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 or 
section 
of 
depressor 

nerve 
as 
surgical 
relief 
for 
angina pectoris. 

B
y
 

D
r
.
 S. 
Y
O
S
H
I
T
O
M
I
.
 

From 
the 
orth
oprteclic 
clinic 
of
 the 
medical 
faculty 

℃
f
 the 
Kyo
to 
llllperial 
University

・

(Pro
仁
D
r.
Hiromu Ito.) 

R
e
s
u
m
e
 

In 
189
9
 
F
r
a
n
k
 
suggested 

the 
rationality 

o
f
 cervical 
s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 for 
a
n
g
i
n
a
 pectoris. 

1
7
 
y
e
a
rs 
later, 
for 
th
e
 

first 
time, 
J
o
n
n
e
s
c
o
 applied 

this 
operation 

to 
th
e
 h
u
m
a
n
 b
o
d
y
 w
i
t
h
 
g
o
od
 results, 
a
n
d
 
since 
t
h
e
n
 
t
h
e
 
s
a
m
e
 
operation 

h
a
s
 
b
e
e
n
 
a
d
o
p
t
e
d
 
b
y
 m
a
n
y
 s
u
r
g
e
o
n
s
 
a
n
d
 m
o
s
t
 
of 
t
h
e
m
 reported 

that 
its 
effect 
is 
certain. 

O
n
 the other 

hand, W
e
n
k
e
b
a
c
h
 at 
the 
internist 

congress 
w
h
i
c
h
 
w
a
s
 held 
at 
V
i
e
n
n
a
 in 
1923, 
a
n
n
o
u
n
c
e
d
 the 
useful 

e
仔
ect
of the 
section 
of the 
depressor 

nerve 
for 
the 
s
a
m
e
 disease. 

Since 
t
h
e
n
 
t
h
o
u
g
h
 
e
a
c
h
 
of 
these 
authors 

h
a
s
 
a
d
h
e
r
e
d
 
firmly 
to 
his 
o
w
n
 v
i
e
w
s
 
a
n
d
 
wi
ll 
n
o
t
 
yield 
a
n
 inch 
a
s
 
to 

the 
superiority 

of 
his 
o
w
n
 operation, 

yet 
it 
is 
g
e
nerall
y
 a
t
t
e
m
p
t
e
d
 
to 
explain 
t
h
e
m
 
f
r
o
m
 
the clinic

a
l
 stand 
point, 
a
n
d
 

I
 h
a
v
e
 h
e
a
r
d
 
that 
n
e
ither 
of t
h
e
m
 e
x
a
m
i
n
e
d
 the preci

se 
effects 
direcely, 

so I
 ha
v
e
 e
x
a
m
i
n
e
d
 the 
physiogogical 

function 

l
 of
 the 
ce
rvical 
s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
nerv
e
 a
n
d
 the 
d
e
p
r
e
sso
r
 nerve 
in 

t
h
e

日
r~t
place, 
a
n
d
 t
h
e
n
 
stimulated 

the 
heart o
r
 r
o
p
m
x
i
l
a
 

aorta 
b
y
 
arti
行
cial
m
e
a
n
s
,
 
a
n
d
 
after 
the 
section 
of 
those 
nerves 
I
 h
a
v
e
 observed, 

w
h
e
t
h
e
r
 the 
transmission 

of pain 
to 

the 
center 
is 
interrupted 

or 
not, 
a
n
d
 
h
a
v
e
 
r
e
a
c
h
e
d
 
the 
foll
o
w
i
n
g
 conclusions, 

w
i
t
h
 
w
h
i
c
h
 I
 h
a
v
e
 
a
t
t
e
m
p
t
e
d
 
to 

criticize 
the 
clinical 
e
任
ect
of the 
operation 

a
b
o
v
e
 
referred 

to. 

華
民
総
~
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榊
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抑
制
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1
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担提唱私毒事
【E量
得
】

判口
側

4（同
0

（~
1

1＼
舗
い

1
0
)

I. 
¥
V
h
e
n
 the 
servical 

s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
nerve 
in 
the 
physiological 

condition 
is 
stimulated, 

t
h
e
 
b
l
o
o
d
 
pressure 

a
s
c
e
n
d
s
 ;
 

t
h
e
 
stimulating 

action 
originates 

in 
the 
e
x
c
i
t
e
m
e
n
t
 
of 
the 
centripetal 

fibers. 

::?. 
W
h
e
n
 the 
depressor 

n
e
r
v
e
 
in 
the 
s
a
m
e
 condition 

is 
stimulated

,
 the 
b
l
o
o
d
 
pressure 

falls, 
a
n
d
 the 
origin 
of this 

fall 
is 
also 
centripetal. 

3
.
 ¥.Vhen 
the 
heart 
or 
t
h
e
 
p
r
o
x
i
m
a
l
 
aorta 
is 
stimulated 

b
y
 artificial 

m
e
a
n
s
,
 
the 
respiratory 

t
y
p
e
 
is 
c
h
a
n
g
e
d
 
a
n
d
 

a
 f
e
w
 s
p
a
s
m
o
d
i
c
 
m
o
t
i
o
n
s
 
m
a
k
e
 their 
a
p
p
e
a
r
a
n
c
e
.
 

4
.
 ¥¥'hen 
the 
heart 
or 
the 
p
r
o
x
i
m
a
l
 
aorta 
is 
stimulated 

after 
cutting 
the 
m
a
i
n
 cervical 

s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 t
r
u
n
k
 b
e
t
w
e
e
n
 

t
h
e
 
midctle 
a
n
d
 
l
o
w
e
r
 
ganglia 
at 
o
n
e
 or 
b
o
t
h
 
sides, 
t
h
e
 
c
h
a
n
g
e
 
in 
t
h
e
 respiratory 

t
y
p
巴
is
m
o
r
e
 or 
less 
small

巴
r
t
h
a
n
 

before, 
but 
the 
s
p
a
s
m
o
d
i
c
 
m
o
t
i
o
n
 
d
o
e
s
 
n
o
t
 disappear. 

5. 
¥
V
h
e
n
 
t
h
e
 
heart 
or 
t
h
e
 
p
r
o
x
i
m
a
l
 
aorta 
is 
stimulated 

after 
resection 

of t
h
e
 
cervical 

s
y
m
p
a
t
h
e
t
i
c
 
g
a
n
g
l
i
a
 
w
i
t
h
 

the 
gang!. 
stellatum 

o
n
 the 
left 
side, 
the 
respiratory 

t
y
p
e
 
is 
n
o
t
 
c
h
a
n
g
e
d
,
 
a
n
d
 
also 
t
h
e
 
s
p
a
s
m
o
d
i
c
 
m
o
t
i
0
n
 
d
o
e
s
 
n
o
t
 

appear. 

6
.
 W
h
e
n
 
t
h
e
 
heart 
or 
t
h
e
 
p
r
o
x
i
m
礼
1
aorta 
is 
stimulated 

after 
cutting 
t
h
e
 
depressor 

n
e
r
v
e
 at 
o
n
e
 or 
b
o
t
h
 
sides, 

t
h
e
 
respiratory 

t
y
p
e
 suffers 
n
o
 c
h
a
nge, 
as 
in 
the 
case 
w
h
e
r
e
 t
h
e
 
n
e
r
v
e
 is 
n
o
t
 
cut, 
a
n
d
 
the 
s
p
a
s
m
o
d
i
c
 
m
o
t
i
o
n
 
also 
is 

n
o
t
 
lost. 

7. 
It 
s
e
e
m
s
 
to 
m
e
,
 
consequently, 

that 
the 
effect 
of 
cervical 

s
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 for 
a
n
g
i
n
a
 pectoris 

is 
e
x
p
l
a
i
n
e
d
 
b
y
 

t
h
e
 joint 
action 
u
p
o
n
 the 
b
l
o
o
d
 
pressure 

of 
the 
interruption 

of 
s
e
n
s
o
r
y
 
impulses 

to 
the 
spinal 
c
o
r
d
 
f
r
o
m
 
heart 
a
n
d
 

aorta 
a
n
d
 
disconnection 

of the 
centripetal 

p
a
t
h
 
of 
rtflex 
arcs. 

8
.
 It 
is 
necessary 

f
o
r
λ
n
g
i
n
a
 
pectoris 

to 
r
e
m
o
v
e
 
gang!. 
stellatum 

w
i
t
h
 t
h
e
 
cervical 

ganglia 
for 
the 
p
u
r
p
o
s
e
 
of 

interrupting 
the 
p
λ
t
h
s
 
a
l
o
n
g
 
w
h
i
c
h
 sensory 

impulses 
travel 
f
r
o
m
 t
h
e
 
heart 
a
n
d
 
aorta 
to 
the 
central 

n
e
r
v
o
u
s
 
system, 

b
u
t
 
it 
is 
not 
absolute 

necessary 
to 
resect 
a
t
 bo
t
h
 sides ;

 th
e
 o句
ect
in 
v
i
e
w
 c
a
n
 b
e
 attained 

b
y
 its 
resection 

o
n
 
the 

left 
side 
only. 

9. 
W
i
t
h
 r
e
g
a
r
d
 
to 
the 
e
仔
ect
of 
the 
section 
of 
t
h
e
 
depressor 

o
n
 a
n
g
i
n
a
 pectoris, w

e
 h
a
v
e
 n
o
 g
r
o
u
n
d
s
 for explaining 

it 
f
r
o
m
 physiological 

observations 
o
n
 b
l
o
o
d
 
pressure 

a
n
d
 transmission 

of pain
.
 

I
O
.
 
T
h
e
 
clinical 
e
仔
ect
of 
the 
section 
of the 
depressor, 

w
h
i
c
h
 h
a
s
 
hitherto 

b
e
e
n
 
reported 

b
y
 s
o
m
e
 
authors, 

will 
b
e
 

j
u
d
g
e
d
 
after 
further 
consideration 

of 
its 
hi
sto
logical 
a
n
d
 physiological 

features. 
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